
題材を決めるポイント

授業で使うことのできる数や式の範囲、図形の種類

題材を決めるポイント

を確かめる。

通訳が入る場合は、通常よりも時間が長くかかるこ
とを念頭におく。

現地のカリキュラムを調べる。（教科書などを手が
かりにする ）かりにする。）



・黒板に磁石がつかない。そのために、数字カードなどを貼ったり
移動させたりすることが簡単にできない。授業前に予め粘着テー移動させたりすることが簡単にできない。授業前に予め粘着テ
プを短く切ったものを黒板の周りに貼って用意しておき対処。

・机が小さかったり、机の盤面が傾斜していたりすることもある。

紙が貴重な物であったり 学校に印刷機がなかったりする だか・紙が貴重な物であったり、学校に印刷機がなかったりする。だか
ら、プリント類（掲示用・児童用）は必要な分印刷をして持っていく
とよい。とよい。

・教具が、児童用も教師用も、日本と同じようにそろっているわけ
なではない。

・授業に「じゃんけん」を使ったゲームを取り入れようとしたが、
「じゃんけん」があまり知られていなかったこともある「じゃんけん」があまり知られていなかったこともある。

子どもたちに日本からのお土産として千代紙を配り、それを授業子どもたちに日本からのお土産として千代紙を配り、それを授業
の導入に使った。千代紙のような日本の物は、子どもにも喜ばれ
るし、それが授業の内容と結びつけば、導入もスムーズにできる。



よりよい授業にするために

・通訳者の意訳が入らないように。特に、子どもの発し、
た言葉はそのまま日本語に訳してもらう。

・褒め言葉もきちんと訳してもらう。

・数や形の名前、位置（前後左右上下など）を表す単語、
子どもの動きを指示する言葉（「立ちなさい」「すわりな
さい」「手を挙げてください」「ちょっと待って」など）は使
える方がよい。また、褒め言葉（「素晴らしい」「いい考
えだね」など）もいくつか覚えておくと、すぐに自分の言
葉で褒めることができてよい。
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